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平
成
三
年
十
二
月
十
九
日
提
出 

質

問

第

六

号 

    
昭
和
六
十
二
年
度
、
六
十
三
年
度
の
東
京
都
実
施
の
小
田
急
線
連
続
立
体
交
差
事
業
調
査
等
に
関
す 

る
質
問
主
意
書 

提 

出 

者 
 

鈴 

木 

喜 

久 

子 

  

一 

 



 

本
年
十
月
一
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
に
対
す
る
同
月
二
十
二
日
付
け
答
弁
が
不
十
分
で
あ
る
の
で
、
以
下 

 

の
一
と
二
の
質
問
に
答
え
ら
れ
た
い
。
ま
た
関
連
し
て
、
小
田
急
線
の
調
査
と
同
時
に
東
京
都
が
昭
和
六
十
二
年 

 
 

度
、
六
十
三
年
度
に
実
施
し
た
京
王
線
の
連
続
立
体
交
差
事
業
調
査
に
つ
い
て
、
以
下
の
三
の
質
問
に
答
え
ら
れ 

 
 

た
い
。 

一 

十
月
二
十
二
日
付
け
答
弁
で
は
、
「
調
査
報
告
書
と
い
う
文
書
の
受
領
は
し
て
い
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、 

 
 

右
に
相
当
す
る
調
査
報
告
の
東
京
都
の
文
書
は
一
切
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
。
そ
う
で
な
い
と
す
れ 

 

ば
、
右
に
関
連
す
る
文
書
の
す
べ
て
を
公
表
さ
れ
た
い
。 

二 

右
答
弁
で
は
、
「
御
指
摘
の
素
案
に
つ
い
て
は
、
十
七
箇
所
の
踏
切
す
べ
て
が
除
却
で
き
る
こ
と
に
よ
り
地 

 
 

 
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
六
十
二
年
度
、
六
十
三
年
度
の
東
京
都
実
施
の
小
田
急
線
連
続
立
体
交
差
事
業
調
査
等
に
関 三 

 



 

4 

高
架
計
画
を
主
体
と
す
る
素
案
が
「
事
業
費
及
び
工
期
の
点
で
優
れ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
以
上
、
地
下
化 

 

3 

既
買
収
分
に
つ
い
て
、
買
収
時
地
価
の
積
算
総
額
と
現
時
点
で
の
地
価
実
勢
価
格
で
の
積
算
総
額
を
示
さ 

 

れ
た
い
。 

2 

こ
の
費
用
に
は
用
地
買
収
費
を
含
む
も
の
で
あ
る
の
か
。
含
む
と
す
れ
ば
、
そ
の
用
地
買
収
費
の
積
算
の 

 

詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
既
に
任
意
買
収
を
済
ま
せ
た
分
に
つ
い
て
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
の
か
否 

 
 

か
。
含
ま
れ
て
い
な
い
と
す
る
な
ら
ば
既
買
収
分
の
総
額
は
い
か
ほ
ど
か
。 

1 

全
体
事
業
費
約
千
九
百
億
円
の
内
訳
は
い
か
な
る
も
の
か
具
体
的
に
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

域
分
断
の
解
消
が
な
さ
れ
る
こ
と
、
事
業
費
及
び
工
期
の
点
で
優
れ
て
い
る
こ
と
等
に
よ
り
、
高
架
方
式
を
採 

 
 

用
す
る
と
い
う
東
京
都
の
判
断
に
対
し
、
建
設
省
と
し
て
も
了
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
」
と
さ
れ
、
事
業 

 
 

費
に
つ
い
て
は
「
現
在
の
お
お
む
ね
の
試
算
で
は
、
全
体
事
業
費
約
千
九
百
億
円
の
う
ち
、
国
庫
補
助
額
が
約 

 
 

三
百
三
十
億
円
、
地
方
公
共
団
体
の
負
担
額
が
約
二
百
七
十
億
円
と
想
定
し
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。 四 

 



 

三 

当
方
の
調
査
に
よ
る
と
、
東
京
都
は
昭
和
六
十
二
年
度
、
六
十
三
年
度
に
小
田
急
線
の
連
続
立
体
交
差
事
業 

 
 

調
査
と
併
せ
て
、
京
王
線
に
つ
い
て
も
、
笹
塚
―
上
北
沢
間
の
連
続
立
体
交
差
事
業
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。 

 
 

京
王
線
の
複
々
線
化
に
つ
い
て
は
小
田
急
線
の
複
々
線
化
と
同
期
日
に
特
定
都
市
鉄
道
整
備
促
進
特
別
措
置
法 

 

適
用
の
た
め
の
認
可
を
受
け
て
お
り
、
線
増
連
続
立
体
交
差
事
業
の
完
了
期
限
は
小
田
急
線
の
同
事
業
と
全
く 

 

同
期
限
内
（
認
可
よ
り
十
年
以
内
）
に
完
了
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
京
王
線
の
連
続
立
体
交
差
事 

 

5 

素
案
の
事
業
費
約
千
九
百
億
円
の
内
、
国
庫
補
助
額
、
地
方
公
共
団
体
負
担
額
以
外
の
費
用
負
担
は
ど
の 

 

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

計
画
と
の
構
造
形
式
に
よ
る
費
用
比
較
・
工
期
比
較
を
行
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。 

③ 

工
期
に
つ
い
て
高
架
素
案
と
地
下
化
案
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

② 

地
下
化
案
の
費
用
の
積
算
の
根
拠
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

① 

ど
の
よ
う
な
地
下
化
案
と
の
費
用
比
較
を
し
た
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

4 

京
王
線
の
連
続
立
体
交
差
事
業
が
こ
の
第
三
セ
ク
タ
ー
方
式
を
採
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
小
田
急
線
、 

 

西
武
池
袋
線
の
場
合
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

3 

小
田
急
線
、
西
武
池
袋
線
は
連
続
立
体
交
差
事
業
に
当
た
っ
て
、
早
期
実
現
の
た
め
と
い
う
理
由
か
ら
、 

 
 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
―
Ａ
資
金
を
導
入
す
る
た
め
に
第
三
セ
ク
タ
ー
を
導
入
し
て
い
る
が
、
京
王
線
の
事
業
の
場
合
、
こ 

 
 

の
方
式
を
採
る
の
か
否
か
、
ま
た
、
東
京
都
か
ら
ど
の
よ
う
な
申
請
が
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

1 

京
王
線
の
連
続
立
体
交
差
事
業
調
査
の
報
告
書
及
び
そ
れ
に
相
当
す
る
文
書
、
関
連
文
書
を
所
持
さ
れ
て 

 

い
る
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
こ
れ
を
す
べ
て
公
表
さ
れ
た
い
。 

業
及
び
同
調
査
は
、
小
田
急
線
の
連
続
立
体
交
差
事
業
及
び
調
査
と
密
接
不
可
分
で
あ
る
の
で
、
以
下
の
質
問 

 
 

に
答
え
ら
れ
た
い
。 

2
 

報
告
書
及
び
そ
れ
に
相
当
す
る
文
書
が
存
在
し
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
東
京
都
か
ら
受
け
た
調
査
の
報
告 

 

の
詳
細
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

 

七 

5 
京
王
線
の
線
増
連
続
立
体
交
差
事
業
の
今
後
の
予
定
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


